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「浜松自動運転やらまいかプロジェクト」とは

⇒「交通空白地における交通弱者の足の確保」を
４者で取り組む課題に選定 1



○公共交通の新たな手段を確保するため、自動運転車両を活用した交通システム
の実用化を目指す。

○第4回実証実験の結果を踏まえて、より効率的で持続可能な自動運転運行体制の
実現を目指す。

最終的な公共交通サービスの形

第4回実証実験の形

定時・定路線車両

予約アプリ 運行管理
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第5回実証実験の目的
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第4回実証実験での課題 ➡ 第5回実証実験での取組み

利用者にとって乗車しやすく、かつ効率
的で持続可能な実施体制の検証 ➡

取組み①
電話とLINE双方による予約システムの導入及び遠
隔監視体制の集約、伴走車及び路上監視員をなく
しての運行実施。

一般ユーザー利用の促進及びユーザー
ニーズの収集 ➡

取組み②
長期間で実証実験を継続して実施することで、一般
ユーザーの利用を促すとともにユーザーニーズを収
集する。

自動運転(Lv2相当）技術の改良に伴う機
能の追加 ➡

取組み➂
走行区間の拡張、最高時速50km/hへ変更、一時停
止からのスムーズな加速、予約情報と連動した自動
経路生成。

第4回実証実験の課題に対する第5回での取組み



目 的 ︓浜松市の交通課題を解決し、持続可能な公共交通の
あり方を探るため、将来の自動運転の実用化を見据えた
自動運転（Lv2相当）の検証及びユーザーニーズを
収集する実証実験を行う。

場 所 ︓浜松市中央区庄内地区

ルート ︓パルパル（バス停）〜白洲公民館経由
〜山崎（バス停）を結ぶルート(右図)

距 離 ︓片道約9.1km
形 態 ︓自動運転技術（Lv2相当）による走行

期 間 ︓令和6年11月5日（火）〜令和7年1月23日（木）
火・水・木曜日の午前9時〜午後4時の時間帯
に運行（運行ダイヤは次ページ参照）

利用者 ︓205名（関係者を含む）※事前予約制

乗 車 ︓無料

車 両 ︓小型自動車（スズキ ソリオ）2台
乗車可能人数は最大2名（ドライバー・監視員を除く）

第5回実証実験の概要

赤色は自動運転（Lv2相当）による走行区間
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スマートフォンによる乗車予約画面

遠隔監視画面車両（小型自動車）
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実証実験開催のリーフレット
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実証実験開催のリーフレット



遠隔監視・乗車予約・車内案内システムの概要

車両
（スズキ ソリオバンディット 自動運転レベル2）

乗車予約
（乗客スマートフォン）

遠隔監視（境町セネック事務所）

車内案内
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第5回実証実験での取組みに対する検証
取組み①
実施体制の検証について

良かった点

• 予約システムについて、LINE及び電話予約の両方を導入し、ユーザーに
とって利用しやすい環境を整えた。

• 第4回実証実験時では、監視体制センターを現地及び茨城県境町の2箇所に
設置したが、今回は境町の遠隔監視センター1箇所に統合し、より効率的
かつ持続可能な運行体制を検証した。

• 運行体制として、第4回から便数は減らさずに運行台数を2台から1台に減らし、伴
走車・監視員もなくしたため、人件費を削減した。

• 第4回実証実験では、一部電波の悪い区間があり、遠隔監視システムから
監視できない区間があったが、通信環境を整えることで解消した。

今後の改善点
• 持続可能な運行のためには新たな収入源確保や運行経費削減のための検討

が不可欠。
• 運行面での改善とともに、一般交通参加者への自動運転車への理解と共存

が必要。
試乗車によるアンケート結果
「今後の利用意向について」

回答数 割合(%)

希望する 47 50.0 

どちらかというと希望する 39 41.5

どちらかというと希望しない 6 6.4

希望しない 0 0 

未回答 2 2.1

合計 94 100 

「希望・どちらか
というと希望」と
回答した人が前回

よりも4％ほど減少
したものの、依然
として90％以上を
占めており、利用

意向は高い。
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第5回実証実験での取組みに対する検証
取組み②
ユーザーニーズの収集

良かった点
• 昨年度に引き続き庄内地区において、長期の実証実験を実施したことで、

日常の移動手段として継続的に利用する例もあり、自動運転に対する認知
度や社会受容性を高めることができた。

• アンケートを収集し、ユーザー目線の意見を得ることができた。

今後の改善点

• 利用人数は第4回実証実験の結果と第5回実証実験の結果を比較すると、第4回
が359名、第5回が205名であり、第5回の利用人数は150名程度減少した。実施

日数やルートに変更はないが、運行日が今回は土曜運行をしなかったこと
で、自動運転車両の試乗乗車が減ったことが推察される。利用率の向上や
利便性の高い運行日について検証していく必要がある。

試乗者によるアンケート結果
「現状の移動手段に課題を感じているか」

回答数 割合(%)

感じる 19 20.2 

どちらかというと感じる 38 40.4

どちらかというと感じな
い 21 22.3

感じない 15 16.0

未回答 1 1.1

合計 94 100.0 

現状の移動手段に
課題を少しでも感
じている人は6割
にのぼり、利用で
きる公共交通が少
ないという現状が

ある。
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第5回実証実験での取組みに対する検証
取組み➂
自動運転(Lv2相当）技術の改良に伴う機能の追加

良かった点
• 最高速度を50km/hへ変更し、交通環境に合わせた走行を実施した。
• 自動運転区間を拡大して走行することができた。
• 自動運転システムの改善や予約情報と連携したバス停への自動停車により、

ドライバーによる手動介入が約18％減となった。

今後の改善点
• 路上駐車の回避、工事の回避、路側帯近傍の歩行者や自転車回避といった

手動介入が必要な主なシーンへの対応について、今回得られたデータをも
とにフィードバックしていく。

試乗者によるアンケート結果
「乗車中に不安や危険を感じる
ことがありましたか︖」（第4回実証実験との比較）

87.1

12.9

93.0 

7.0 
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なかった

あった

第4回

第5回

（％）

第4回実証実験時より
も乗車中に不安や危
険を感じると回答し

た人が6％低下。
加速や右左折がス
ムーズになってい

る。



自動運転やらまいかプロジェクト第5回実証実験 振り返り

（1）自動運転による
持続的な公共交通の
検討

・昨年度に引き続いて、今年度も長期の運行を実施した。より多くの住民の
方に利用してもらうためには、経路やダイヤを含めたニーズ把握とコスト
検討が必要なことに加えて、利用者の行動変容を促していく必要がある。

・利用者はまだ少ないものの、利用者満足度は高く、3か月間の運行におい
て15回利用したユーザーもおり、一度利用すると利便性を感じていただけ
るため、利用を促す継続的な働きかけが必要となる。

（2）自動運転運行体
制

・伴走車や路上監視員をなくし、より実装に近い運行体制として安全性を検
証することができた。遠隔監視体制も茨城県境町の1箇所に集約し、効率
的な運行を実現できた。

（3）自動運転に対す
る受容性

・今回の実証実験では、自動運転車両（Lv2相当）のスムーズな加速や最高
速度を40km/hから50km/hに変更するなど、第4回実証実験と比較して自
動運転区間が拡大した。

・第4回実証実験時よりも乗車中に不安を感じると回答した人の割合が低く
なったが、右左折や発進時、対向車とのすれちがいに危険を感じるユー
ザーもいた。

・見通しがよい場面では、後方車両による追い越しもあったことから、一般
交通参加者への理解と共存が必要となる。

（4）遠隔管制セン
ターからの遠隔監視

・遠隔監視の映像配信の安定化のため、3キャリアの通信回線で冗長化を行
うことで、映像跡切れが発生することはなかった。
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自動運転やらまいかPJ第5回実証実験結果総括
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今回の実証実験を通じて、自動運転運行体制を見直し（遠
隔監視センターの集約、伴走車・路上監視員の削減）、より
効率的な運行を実現することができた。

加えて、自動運転システムの改善や予約情報と連携したバ
ス停への自動停車によって自動運転区間が拡大するなど自動
運転技術の拡充を図ることができた。

自動運転の活用のためには、持続可能な運行体制や収支に
ついての検討、さらなる技術の発展が不可欠であり、引き続
き将来の自動運転実用化に向けて４者間で議論を継続してい
く。



徐々に自分で動ける範囲が狭くなっていく現状
少子高齢化、免許返納、過疎化、公共交通の再編など

【課題】浜松市民の活動（行動）範囲の状況
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＜参考＞浜松自動運転やらまいかプロジェクト



【目標】やらまいかプロジェクトで描く将来の公共交通サービスの形
自分で行きたくなったら自分で行ける“しくみ”を作る。
自分の意思で動ける範囲が広がっていきいきしてくる。

＜参考＞浜松自動運転やらまいかプロジェクト


